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れている ｡しかし『西洋事情』の「初編巻之一備考政治」 ( 3 )にお
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したものと述べている。 ( 4 )『米国史』全体の内容を把握するこ
とはできないが、目次に、アメリカ独立戦争・アメリカ歴代大






















れば 1880年 10月 2日に版権免許をうけており、その緒言に「明治
十三年八月」とあることから、この翻訳の仕事は、かなり早い







書物であった ｡」 ( 7 )とある｡交詢社『交詢雑誌』「第五十九号」
広告欄に『英国憲法論』について「エモス氏原著渋江保、山田









三  明治 14年の政変と函右日報記事『再度ノ喫驚』  
（一）明治 14年の政変と函右日報記事『再度ノ喫驚』  
 渋江は 1880年（明治 13年）に慶應義塾を卒業し宝飯中学校長
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として 1881年（明治 14年） 8月に赴任することになるが ､『枕石
武田先生五十年に就ての感想』に「行李を整へ家慈を伴ひ同地
に向ひて出発した ｡即にして無事に到着し軈て校長兼教頭の辞令
に接した ｡此れハ八月三十一日の事であった ｡」 ( 9 )とある。渋江
は赴任して間もない 1881年（明治 14年） 10月 7日の函右日報に自
由民権運動が高揚する中で起こった開拓使官有物払い下げ事件




















処置ニ驚カサルヲ得サルナリ」 ( 1 0 )と述べている。山本忠礼とは
どんな人物であったのか、『広報市政はこだて 10月号』に「明
治 14年の熱い夏  開拓使官有物払い下げ事件」と題して山本忠
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其方向ヲ定メシムヘキモノタレバ也」 ( 1 3 )と述べ法の必要を説い
ている。またイギリスの法哲学者ジョン・オースティン（ 1790
年～ 1859年）とジェレミ・ベンサム（ 1748～ 1832）を取り上げ
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法ノ保護ヲ蒙ラズ 惟害之蒙ラシムルナリ」 ( 1 4 )、「ベンサム氏
曰法ノ用ハ社会ノ安全 (シキュリトー )ヲ増シ恐怖 (アラーム )ヲ
減スルニアリト今人民ヲシテ安全ヲ挙テ之ヲ失ヒ恐怖ノミヲ増



















キニ在ラント」 ( 1 6 ) 函右日報に掲載された『再度ノ喫驚』は、
明治 14年の政変が起こった 1881年（明治 14年） 10月 12日より 1週
『中国言語文化研究』第18号 
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( 1 8 )とある。林董訳『刑法論綱』は『再度の喫驚』（函右日報  
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いが、『枕石武田先生五十年に就ての感想』 ( 2 0 )、山路愛山の『

























明治十五年十二月十日午后一時  加藤幸三郎  三輪弘忠  渋江保  
牛久保村  伊東喜助君  
岩瀬長兵衛君  病中に付出頭難致   
北金屋村  中尾十郎君  ○○君之出頭  承知致候  
 









れている ｡実際に波多野が 1882年（明治 15年）暮れに豊橋に来た
のかどうか、これを裏付ける資料が『交詢社百年史』にある。
『交詢社百年史』「第三章巡回委員の派遣と支社の設置  各地の
交詢会」によれば ､「遠三尾勢地方巡回  明治 15・ 11・ 29～ 12・  
22 巡回委員  波多野承五郎・渡辺治」 ( 2 3 )とある。同書「資料 14
巡回委員派遣一覧」には「遠三尾勢地方巡回  巡回委員波多野承
五郎・渡辺治  12・ 9浜松にて懇親会に出席 ､12・ 13豊橋より岡崎




らとともに「加藤幸三郎」の名前が見られる。 ( 2 5 )加藤は渋江と
『中国言語文化研究』第18号 
 






























森鴎外に提供した資料『抽斎歿後』 ( 2 7 )にも同様の内容の記述が
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見られる。主権論については 1882年（明治 15年）東京横浜毎日













横浜毎日新聞は 1883年（明治 16年） 1月 31日・ 3月 8日・ 3月 9日・
3月 10日・ 4月 15日・ 4月 18日の 6回にわたって普通選挙論・制限
選挙論について記事を掲載している。 3月 8日については、東京
日日新聞掲載の『毎日新聞は盲目蛇』という記事をわざわざ東

















るも文意を解しちがへられたるか」 ( 2 9 )とあり、外山正一等の東
京日日新聞はベンサムを普通選挙論者であると唱えている。そ
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一定年令以下の成人、さらにはその貧困ゆえに初等教育をうけ
たことのない人々に充分な知識があると考えることはできない

























六  静岡時代  東海暁鐘新報・暁鐘新報主筆と民権活動  
 渋江は 1885年（明治 18年） 12月～ 1890年（明治 23年） 3月の四
『中国言語文化研究』第18号 
 




























渋江の自由民権運動への関わりを如実に物語る資料がある 。  











（一）①二十三年前ニ伊藤総理大臣ノ勤ムベキ ヿ如何  
   ②日本郵船会社ノ処分如何  渋江保  
（二）帝王ハ神聖ナリ（二題ノ内）川上熊吉  
（三）自著政府大改革ノ顛末ヲ述ブ  斉藤和太郎  
因て斉藤渋江の二氏は更に左の演説に改めたりと  
（一）今日ノ内閣ハ責任内閣に非ズ  斉藤和太郎  
（二）政府更革ノ気運  渋江保  
   又廿一日演説終れば見附宿近傍の有志者、山田、河野、
熊居､斉藤、平野、高塚、藤原、市川 ､山岡 ､古澤の諸氏主




述ブ」にある自著とは､1886年（明治 19年） 3月 1日付で出版の届
けがあり ､同月 21日に静岡大務新聞社より出版された『政府大改
革之顚末上編』 ( 3 7 )である｡同書目次によれば「第二節十二月廿




新聞社楼ニ於テ斉藤和太郎識」 ( 3 9 )とある｡斉藤は同書にて 1885





















る日本郵船会社は ､見附宿の政談演説会の前年の 1885（明治 18）
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ての渋江の活動を述べてみたい。  
 1887年（明治 20年） 2月 2日の静岡大務新聞に「東海暁鐘新報
編輯主任に聘雇」 ( 4 2 )とあるので、静岡市に移り住んだ翌年には
東海暁鐘新報にて記事を執筆していたことがわかる 。同日の新
聞によれば 2月 1日より編輯主任として記事を執筆しているが、  
2月 1日付の東海暁鐘新報は現時点では見つかっていない ｡1887年
（明治 20年） 10月 22日付静岡大務新聞には東海暁鐘新報から暁
鐘新報と名称を変更して主筆の渋江保を招請する記事の掲載が
あり暁鐘新報第一号は「翌月一日」 ( 4 3 )となっている。実際には




























 渋江執筆の社説で確認できているのは 1887年（明治 20年） 12
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